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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 分娩周辺期における脳下垂体プロラクチン（PRL）

及びサイロトロピン（TSH）の分泌予備能の変化を調

べその機構を明らかにする．

 対象及び方法

 妊娠末期（n＝8），陣痛中（n＝14），分娩時（n＝7）

および産後24時間の婦人（n＝6）より採血したのち，

TSH放出ホルモン（TRH）を静注し，30分，90分後

に採血し，それぞれの総トリヨードサイロニン（T3），

総サイロキシン（T4），PRL及びTSHを測定した．こ

の結果を非妊娠婦人（n＝5）及び新生児（一帯血）（n＝

17）のレベルと比較した．

 結果

 血中PRL濃度は非妊娠時に比べ妊娠末期で著しく

高く，出産時には末期より有意に低い．TRH負荷後の

PRL％増加率は非妊娠時に最大で，妊娠末期に有意に

低下したが，陣痛発作中に回復のきざしを示し産褥24

時聞で有意に増加した．TRH後のPRL増加量は非妊

娠時に比べ妊娠末期で高く，産褥24時間で更に高値を

爪した．

 血中TSH濃度は妊娠末期に比べ非妊娠時，陣痛発

作中及び産褥24時間で有意に低い．T3値は陣痛時に妊

娠末期より有意に高い．TRH負荷後のTSH％増加率

は妊娠末期に比べ非妊娠時及び産後にて有意に高く，

TSH増加量は陣痛発作中は末期より有意に低い。 T4

値は分娩周辺期で非妊娠時より増量したが，T3， T、共

にTRH負荷30分後で変化を示さず，90分後の血中濃

度の増加は少なかった．

 平帯血中TSH及びPRL濃度は出産時の母体血中

濃度に比し有意に高く，T3値は謄帯血中で有意に低

かった．陣痛中母体にTRHを投与した後の月副帯血中

のTSH値は，投与を受けなかった対照膀帯血に比し

著しく高値を示したがPRL値には有意差は認められ

なかった．

 考察

 TRHは下垂体からのPRL放出を促すがドパミン

はこれと反対にPRL放出を抑制する． T3は下垂体の

PRL細胞におけるドパミンの作用を打消すと考えら

れている．妊娠末期にてTRH静注後のPRL％増加率

が非妊娠時に比し減少し，陣痛中に増加の徴候を示し

たのは，妊娠末期に遊離T3が減少し，陣痛中に増加す

ることが影響していると考えられる．血中TSH値が

妊娠末期より陣痛中に低く，産後更に低下し，TRH負

荷後のTSH増加量が陣痛中に妊娠末期より低かった

のはT3の下垂体に対するネガティブフィードバック

作用によると考えられる．母体にTRHを静注したあ

と三三血中のTSHが高値を示したのは， TRHが胎盤

を通過した証拠であり，また胎児側のT3が著しく低

くTRHに対するTSHの反応性を高めたためと解釈

される．胎児側のPRLに反応がほとんど認められな
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かった理由については明白ではない．

 結論

 分娩周辺期におけるT3の変動は下垂体PRLと

TSHの分泌予備能の変化に関与していることが判明

した，

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は分娩周辺；期における脳下垂体前葉ホルモンであるフ．ロラクチン及びサイロトロンヒ．ンの分

泌予備能を妊娠末期，分娩第1期，第2期，産褥24時間と分娩の経過に従って追求し，さらに母体負

荷による胎児への影響も検討した．

 分娩に伴う下垂体機能の動的解析を行なったものであり学術上価値あるものである．
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